令和元年第７回
産業建設常任委員会

所管事務調査報告
期　　日：令和元年８月２１日(水)
　　　　　午後１時３０分～午後３時３０分
調査内容：産業振興課所管事務調査
（1） くにみ農業ビジネス訓練所の研修内容及び
施設状況について
　　出 席 者：産業建設常任委員４人、傍聴者１名
　　説 明 者：産業振興課長、産業振興課主幹
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産業建設常任委員会報告書
令和元年8月28日
国見町議会議長　　東 海 林 一 樹　様
国見町議会議員　　村　上　　一
【日　　時】令和元年8月21日（水）　13：30～
【場　　所】くにみ農業ビジネス訓練所
【内　　容】産業振興課所轄事務調査
くにみ農業ビジネス訓練所の研修内容及び施設状況について
　くにみ農業ビジネス訓練所内において、産業振興課長より説明があった。
　現在、長期研修2名（40代）、短期研修66名、体験研修に31家族99名が研修を受けている。トマトの溶液栽培を中心に、季節ごとに17品目の野菜を栽培している。生産された野菜は「道の駅国見」等で販売されており、今年度の販売額は現在420万円とのこと。
　その後、訓練所内の視察を行った。トマトの溶液栽培ハウスでは現在ミニトマトが収穫中で中玉トマトの苗も定植されていた。パイプハウスにはトウモロコシやナスが栽培されており、路地栽培のキュウリは長期研修者の2名が製枝作業中であった。
【感　　想】
　くにみ農業ビジネス訓練所での研修は「稼げる農業」を目指す農業者の育成が目的となっているが、その為には野菜の作型や品目の選定が重要だと思う。また、野菜の苗づくりも重要で野菜苗の生産や販売も必要だと思う。
今後、訓練所で研修された方々が就農できるように、受け入れ体制の確立を図ることが必要である。
産業建設常任委員会所管事務調査報告書
令和元年８月２８日（水）
国見町議会議長　　東海林一樹　様
国見町議会議員　　渡邉　勝弘
【日　　時】　令和元年８月２１日(水)　　午後１時３０分～２時３０分
【調査事項】　　産業振興課所管事務調査　　
　　　　　（１）くにみ農業ビジネス訓練所の研修内容
　　　　　　　　及び施設状況について
【調査内容】
蓬田産業振興課長より、昨年完成した「くにみ農業ビジネス訓練　所」の長期研修者と短期研修者の状況とハウスでの生産農産物の出荷状態の説明を受ける
【感　　想】
この施設では、果樹、水稲に次ぐ農作物として、野菜の少量多品目栽培と
養液トマト栽培に「稼げる農業」を目指す農業者を育成する目的として開設して2年目を迎えて活動をしておりました。長期研修者も女性を含めた2名の方が研修行っておりました。農作物の栽培にかぎりましては、なす・とうもろこし・ミニトマトと年間栽培して、道の駅・農協・うめえべに卸しているようです。作った物を廃棄物処分する事なく極力努力しておりました。市場が野菜不足になっても年間を通して生産出来るように安全安心な農作物を研修しながら生産しているようです。
しかしながら、長期研修者が昨年よりは増えているが、新規農業者が多いと思われる町で、素晴らしい施設なのに参加者が少ない根本的な問題を把握すべきと考えます。そのうえで、参加しやすい研修場所であってほしいと思います。県内でもすばらしい施設なのに養液栽培による生産場所になってはならないと思います。来年度以降も研修者が増えることを望みます。

　
令和元年第７回産業建設常任委員会　報告書
　　令和元年８月２３日
国見町議会議長　　東 海 林 一 樹　様
国見町議会議員　　佐　藤　定　男
【日　　時】令和年８月２１日　午後１時３０分より
【場　　所】くにみ農業ビジネス訓練所
　　　　　　
【調査内容】
１．短期研修
　○野菜栽培の技術を習得する研修で今年度は13人の応募があった。
　　栽培実践や農業経営など各コースを学ぶ。（各コース計66人）
　○研修時間は13：30～15：00、期間は2月～翌5月頃までとなっている。
　
２．体験研修
○幼稚園児から中学1年生が対象で16家族の申し込みがあった。
　　エダマメ、サツマイモ、トウモロコシの栽培体験コースがある。
３．長期研修
　○国見町在住、もしくは町内の土地を活用し新規就農する意欲のある方を
　　対象とする。今年度は40代後半の男性２人の受講申し込みがあった。
　○研修期間は１年（概ね1200時間以上）で野菜栽培の実践研修を行なう。　
　○新規就農のため資金の補助を受けるためには「認定農業者」であることが必要である。また、５年間の営農計画（所得230万以上）を策定しなければならない。
４．その他
　○道の駅あつかしの郷等に出荷販売しているが昨年度の売上げは4百万円を超えた。　　　　
○原価計算はしていないが価格競争は厳しいものがある。
【意見・感想】
○長期研修ほか各研修とも、ほぼ計画に沿って運営されている。
○当施設が農業の楽しさや、就農者育成に資することを期待している。
令和元年第７回産業建設常任委員会　報告書 
令和元年８月２９日（木）
国見町議会議長　　東海林一樹　様
国見町議会議員　　小林　聖治
【日　　時】　　令和元年８月２１日(水)　　午後１時３０分～３時３０分
【調査事項】　　産業振興課所管事務調査　　
　　　　　　　　くにみ農業ビジネス訓練所の研修内容及び施設状況について
【調査内容】
令和元年度くにみ農業ビジネス訓練所の研修受講申し込み状況について説明を受ける。さらに、今年度作付けされた農作物の生産計画の説明を受け、訓練所関係者との意見交換の後、訓練所施設内現場にて説明を受ける。
【感　　想】
私は、くにみ農業ビジネス訓練所の肝は、短期研修者もさることながら長期研修者（国見町内の土地を活用して新規就農を目指す方々）に対して、どのような支援ができるかにあると思う。
説明の中で、長期研修者は、募集人員３名程度のところ２名の研修者ということであるが、一番の課題は、はたして研修の終了後に国見町内で営農ができるかということである。
営農するにあたって、まず準備しなければならないのは、土地と準備資金であり、土地については、耕作放棄地や遊休地を利用すればよいが、準備資金については、いくら低利の融資制度があっても、研修者のかなり思い切った決断が必要になるのではないかと思う。
そこで、国の制度である「農業次世代人材投資資金」のほかに、町独自の「新規農業者育成資金制度」のようなものを創設すれば、より安心して国見町で就農できるのではと考える。
また現在、野菜の少量多品目栽培と養液トマト栽培について研修しているが、「稼げる農業」を標榜するのであれば、他産地でも多く栽培されているそれらの作物よりも、特殊な花卉などのまだ産地形成化していない品目も新たに追加すれば、より「稼げる農業」に近づけるのではないかと思う。
